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審
議
し
た
主
な
議
案

平
成　

年
度
一
般
会
計

２９

補
正
予
算
（
第
６
回
）

　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２１

算
特
別
委
員
会（
鈴
木
成
夫
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
９
日
、　

日
の
計

２３

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
市
内
１
園

及
び
市
外
１
園
の
一
時
預
か
り
事
業

に
対
す
る
新
た
な
補
助
金
と
し
て

「
私
立
幼
稚
園
補
助
金
に
要
す
る
経

費
」（　

万
円
）、
新
規
開
設
５
園
、

５９２

認
可
保
育
園
に
移
行
す
る
１
園
、
既

存
施
設
１
園
を
改
修
す
る
「
保
育
施

設
開
設
及
び
改
修
に
要
す
る
経
費
」

（
５
億
千　

万
３
千
円
）
な
ど
で
す
。

５３６

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２６

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

本
補
正
予
算
は
市
政
の
課
題
で
あ

る
待
機
児
童
の
た
め
の
経
費
、
民
間

保
育
所
運
営
に
要
す
る
経
費
、
予
防

接
種
に
要
す
る
経
費
な
ど
が
計
上
さ

れ
、
更
に
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
戻

し
や
福
祉
に
関
す
る
事
業
な
ど
が
計

上
さ
れ
賛
成
す
る
。
し
か
し
、
市
職

員
勤
勉
手
当
を
上
げ
る
こ
と
や
、
社

会
福
祉
委
員
の
報
酬
問
題
に
関
し
て

は
、
行
政
の
提
案
を
了
と
は
し
な
い
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２１

算
特
別
委
員
会（
鈴
木
成
夫
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
９
日
、　

日
、　
１２

１３

日
、　

日
、　

日
、　

日
、　

日
、

１４

１５

１６

２６

　

日
の
計
８
回
に
わ
た
り
審
査
を
行

２７い
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
内
容
は
、
記
念

式
典
の
開
催
を
始
め
、
多
く
の
冠
事

平

成　

年

度

３０

一

般

会

計

予

算

業
等
を
実
施
す
る
「
市
制
施
行　

周
６０

年
記
念
関
連
事
業
」（
３
千　

万
６
千

１０６

円
）、
認
可
保
育
所
３
園
及
び
小
規

模
保
育
施
設
１
園
の
新
規
開
設
、
既

存
園
等
の
定
員
拡
充
を
図
る
「
待
機

児
童
解
消
対
策
等
事
業
」（　

億
３
千

４１

　

万
９
千
円
）、
学
童
保
育
事
業
の

２６０サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
新
た
に
２
所
の
学
童
保
育
所

運
営
業
務
を
民
間
事
業
者
に
委
託
す

る
「
学
童
保
育
所
運
営
委
託
事
業
」

（
６
千　

万
３
千
円
）、
交
通
状
況

７２５

や
市
民
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
す
る
た
め
、

４
年
間
の
事
業
（
今
年
度
の
予
算
計

上
の
ほ
か
、
３
年
間
の
債
務
負
担
の

設
定
）
と
し
て
、
運
行
状
況
や
運
行

本
数
等
の
再
編
を
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
再
編
事
業
」（
千　

万
８
千

１１０

円
）
な
ど
で
す
。

　

３
月　

日
の
委
員
会
で
は
、
起
立

２７

採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
、

否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
議
員

２８

か
ら
市
長
に
対
し
、
予
算
の
内
容
の

変
更
を
求
め
る
２
件
の
組
替
え
動
議

が
提
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
１
件
の
組

替
え
動
議
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
提
案
内
容
は
、
政
策
反
映
を

含
め
て
目
的
や
効
果
が
不
明
確
な
小

金
井
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
に
要

す
る
経
費
（　

万
７
千
円
）、
職
員
の

５２７

勤
勉
手
当
の
年
間
支
給
額
の
引
上
げ

分
（
４
千　

万
３
千
円
）
の
減
額
、

６６１

社
会
福
祉
委
員
へ
の
報
酬
の
条
例
額

と
の
差
額
分
を
補
填
す
る
経
費
（　
１００

万
８
千
円
）
等
に
充
て
る
も
の
で
す
。

　

市
長
か
ら
こ
の
組
替
え
動
議
の
内

容
に
即
し
た
補
正
予
算
を
平
成　

年
３０

第
２
回
定
例
会
に
提
出
す
る
旨
の
表

明
が
あ
っ
た
後
、
原
案
に
つ
い
て
採

決
を
行
い
、
起
立
採
決
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

我
々
の
提
出
し
た
組
替
え
動
議
が

可
決
さ
れ
、
内
容
に
即
し
た
補
正
を

行
う
と
の
市
長
の
考
え
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
議
案
に
は
賛
成
す
る
。
し

か
し
、
今
年
度
必
要
と
な
る
庁
舎
等

の
基
本
設
計
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
は
政
治
姿
勢
に
関
わ
り
看

過
で
き
な
い
。
職
員
定
数
の
減
が
進

ま
ず
、
増
加
す
る
人
件
費
総
額
が
将

来
へ
の
不
安
材
料
に
な
っ
て
い
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

第
１
に
、
市
民
生
活
に
新
た
な
犠

牲
を
負
わ
せ
る
予
算
と
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
第
２
に
、
大
規
模
事

業
等
の
不
要
不
急
の
事
業
に
税
金
を

使
う
予
算
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
３
に
、

行
革
あ
り
き
の
進
め
方
で
、
負
担
増

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
が
行
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
福
祉

委
員
の
報
酬
問
題
は
市
役
所
の
根
本

が
問
わ
れ
て
お
り
改
善
を
求
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

本
原
案
に
含
ま
れ
る
小
金
井
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
事
業
は
、
コ
ス

ト
に
見
合
っ
た
提
案
と
は
言
え
な
い
。

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
圧

縮
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
に
分

か
り
に
く
い
財
政
運
営
は
や
め
る
べ

き
。
事
務
執
行
の
問
題
が
発
覚
し
、

現
時
点
に
お
い
て
職
員
給
与
の
ア
ッ

プ
を
認
め
て
い
く
こ
と
は
、
市
民
の

理
解
が
得
難
い
状
況
に
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

　

貧
困
や
命
に
関
わ
る
相
談
者
を
支

援
す
る
婦
人
相
談
員
が
、
不
安
定
雇

用
の
非
常
勤
で
は
、
継
続
し
た
支
援

に
大
き
な
不
安
が
残
る
。
新
庁
舎
及

び
新
福
祉
会
館
建
設
の
基
本
設
計
費
、

障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
の
広
報
の

予
算
が
な
く
、
ま
た
就
学
援
助
の
認

定
倍
率
の
引
下
げ
及
び
社
会
福
祉
委

員
へ
の
報
酬
誤
支
給
に
係
る
不
適
切

な
処
理
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

村
山
ひ
で
き
（
市
議
会
民
進
党
）

　

市
制
施
行　

周
年
関
連
事
業
へ
の

６０

補
助
、
待
機
児
童
対
策
・
保
育
関
連

経
費
、
消
防
団
活
動
に
要
す
る
経
費
、

広
域
支
援
に
よ
る
可
燃
ご
み
の
処
理

経
費
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
再
編
事

業
支
援
委
託
料
な
ど
市
民
生
活
に
多

大
な
る
影
響
を
与
え
る
本
件
予
算
が

否
決
さ
れ
て
暫
定
予
算
と
さ
せ
な
い

た
め
に
組
替
え
動
議
に
あ
え
て
賛
成

し
た
こ
と
を
表
明
し
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

社
会
福
祉
委
員
報
酬
誤
支
給
発
覚

後
の
対
応
は
、
事
務
執
行
に
大
き
く

問
題
が
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
市
役
所

は
変
わ
ろ
う
。
婦
人
相
談
員
・
母
子

父
子
自
立
支
援
相
談
員
は
、
実
態
把

握
と
相
談
環
境
、
対
応
、
体
制
の
検

証
を
し
、
必
要
に
応
じ
て
や
り
方
の

見
直
し
を
求
め
る
。
し
か
し
、
こ
れ

か
ら
の
小
金
井
市
を
創
る
予
算
が
組

ま
れ
て
い
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

昨
年
は
職
員
手
当
の
増
額
に
反
対

し
、
勤
勉
手
当
は
据
え
置
か
れ
た
。

今
年
度
の
人
事
委
員
会
勧
告
と
労
使

合
意
に
基
づ
く
引
上
げ
は
、
他
市
と

見
劣
り
し
な
い
処
遇
の
観
点
で
も
必

要
だ
。
当
初
予
算
を
暫
定
と
さ
せ
な

い
た
め
の
市
長
の
努
力
は
評
価
し
、

婦
人
相
談
員
な
ど
専
門
性
が
必
要
な

職
員
の
配
置
と
、
相
談
者
の
安
心
が

得
ら
れ
る
引
継
ぎ
を
求
め
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

沖
浦
あ
つ
し
（
こ
が
あ
す
）

　

主
に
子
育
て
支
援
等
の
民
生
費
に

充
て
、
ま
た
児
童
生
徒
及
び
市
民
が

利
用
す
る
学
校
・
公
共
施
設
の
改
修

に
国
や
都
の
補
助
金
を
有
効
活
用
し

て
い
る
本
予
算
は
、
阿
波
お
ど
り
大

会
、
小
金
井
薪
能
の
冠
事
業
や
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
制
作
等
、
市

民
参
加
の
数
々
の
市
制
施
行　

周
年

６０

記
念
事
業
を
含
む
も
の
で
も
あ
り
、

早
急
な
予
算
執
行
が
求
め
ら
れ
る
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

２２

務
企
画
委
員
会（
小
林
正
樹
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
７
日
、　

日
の
計

２２

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
等
を
踏
ま
え
、
職
員
の
勤
勉
手

当
の
年
間
支
給
額
の
引
上
げ
と　

歳
５５

以
上
の
昇
給
停
止
を
行
う
も
の
で
す
。

　

３
月
７
日
の
委
員
会
で
は
、
勤
勉

手
当
の
引
上
げ
を
行
わ
な
い
旨
の
修

正
案
が
提
出
さ
れ
、
修
正
部
分
を
可

決
し
た
後
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案

に
つ
い
て
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起

立
全
員
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
も
同
様
に
、

２６

修
正
案
に
つ
い
て
可
決
し
た
後
、
修

正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ
い
て
、
起

立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
進
党
）

　

東
京
都
給
料
表
導
入
後
も
、
住

居
・
扶
養
手
当
、
特
別
調
整
額
定
額

化
、
期
末
勤
勉
手
当
の
職
務
加
算
や

支
給
割
合
の
都
準
拠
化
を
進
め
て
き

た
方
針
が
あ
る
。
こ
の
方
針
に
基
づ

き
、
期
末
勤
勉
手
当
を
０
・
２
月
引

き
上
げ
、　

歳
昇
級
停
止
導
入
を
提

５５

案
す
る
も
の
で
、
人
事
委
員
会
勧
告

に
よ
る
給
与
適
正
化
は
市
長
政
策
で

は
な
く
制
度
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

　

市
長
原
案
は
、
市
職
員
の
ボ
ー
ナ

ス
を
０
・
２
か
月
分
引
き
上
げ
る
内

容
で
、
本
年
度
に
お
い
て
３
千　

万
２２３

円
、
来
年
度
に
お
い
て
４
千　

万
円

３００

の
人
件
費
増
を
招
く
。
西
岡
市
長
が

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

就
任
し
た
平
成　

年
度
の
人
件
費
総

２７

額
に
比
べ
、
平
成　

年
度
は
約
４
億

２９

円
、
平
成　

年
度
は
約
４
億
５
千
万

３０

円
も
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
市
民
の

理
解
は
得
ら
れ
な
い
事
態
で
あ
る
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

２２

生
文
教
委
員
会（
水
上
洋
志
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
５
日
の
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
、
基
礎
課
税
額
の
課
税
限
度
額

の
引
上
げ
、
被
保
険
者
均
等
割
額
の

引
上
げ
、
世
帯
別
平
等
割
額
の
廃
止

及
び
減
額
対
象
基
準
額
の
引
上
げ
等

を
行
い
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
円

滑
な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２６

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

平
等
割
を
廃
止
し
均
等
割
を
増
や

す
と
い
う
こ
と
は
、
所
得
に
関
わ
り

な
く
国
保
加
入
者
が
複
数
い
れ
ば
増

税
と
な
り
、
国
保
加
入
者
が
多
け
れ

ば
多
い
ほ
ど
税
額
が
雪
だ
る
ま
式
に

増
え
る
こ
と
に
な
る
。
国
保
税
は
法

律
で
「
社
会
保
障
」
と
規
定
し
て
お

り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
こ

れ
ま
で
ど
お
り
に
計
上
し
、
負
担
増

と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

２２

生
文
教
委
員
会（
水
上
洋
志
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
５
日
の
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
高
齢
者
人
口
の
増
加

に
伴
う
要
介
護
認
定
者
の
増
加
や
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
に
よ
る

介
護
保
険
料
率
の
改
定
、
合
計
所
得

小
金
井
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

小
金
井
市
介
護
福
祉
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

会
派
名
が

会
派
名
が 

変
わ
り
ま
し

変
わ
り
ま
し
たた

　

４
月
１
日
付
け
で
、
鈴
木
成
夫
議

員
、
村
山
ひ
で
き
議
員
及
び
岸
田
正

義
議
員
の
所
属
す
る
会
派
よ
り
会
派

異
動
届
が
提
出
さ
れ
、
会
派
の
名
称

が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

（
新
）
み
ら
い
の
こ
が
ね
い

（
旧
）
小
金
井
市
議
会
民
進
党

議
員
の
連
絡
先
が

議
員
の
連
絡
先
が 

変
わ
り
ま
し

変
わ
り
ま
し
たた

　

平
成　

年
５
月　

日
発
行
の
市
議

２９

３０

会
だ
よ
り
第　

号
に
掲
載
し
た
名
簿

２５６

の
情
報
か
ら
変
更
の
あ
っ
た
内
容
に

つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

電
話
番
号　
　

―
４
０
０
４
―
５

０８０９
２
７

●
片
山　

薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

　

住　
　

所　

前
原
町
５
―
９
―
６

金
額
の
定
義
の
変
更
、
ま
た
、
公
費

負
担
に
係
る
用
語
の
整
備
、
介
護
保

険
法
改
正
に
伴
う
規
定
の
整
備
を
行

う
も
の
で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２６

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

介
護
保
険
料
を
値
上
げ
す
る
条
例

改
正
だ
が
、
高
齢
者
の
生
活
は
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
値
上
げ
す
べ
き
で

は
な
い
。
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
そ

の
も
の
が
変
更
さ
れ
、
要
支
援
１
・

２
の
利
用
者
の
更
な
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
外
し
や
、
訪
問
介
護
の
回
数
制
限

な
ど
問
題
が
多
い
。
市
は
、
制
度
変

更
に
つ
い
て
、
高
齢
者
を
守
る
具
体

的
な
手
立
て
を
打
つ
べ
き
で
あ
る
。


